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2． 東 農 大 卒 業 後 の 進 路  

 

JA で流通 ・販売のノウハウを叩き込まれた  

 

 東 農 大 を 卒 業 後 、砂 田 周 一 氏 は 帰 郷 し 、1 9 8 0 年 4 月 に 今 治 市 立

花 農 業 協 同 組 合 に 入 組 し た 。同 協 同 組 合 は 、1 9 4 8 年 4 月 に 今 治 市

立 花 農 業 協 同 組 合 と し て 設 立 さ れ 、翌 年 に 購 買 店 舗 を 本 所 に 設 置 し 、

早 く か ら 小 売 業 に 乗 り 出 し た 。そ の 後 、1 9 5 3 年 4 月 に 郷 出 張 所 に

お い て 金 融 業 務 を 開 始 し 、19 55 年 4 月 に 立 花 幼 稚 園 を 設 立 し 、金

融 業 と 学 校 運 営 に 従 事 し な が ら 1 96 4 年 に く み あ い マ ー ケ ッ ト 鳥 生
と り う

店 を 開 業 し 、 本 格 的 に 小 売 業 に 参 入 し た 。 1 9 7 3 年 に は く み あ い マ

ー ケ ッ ト 郷 店 を オ ー プ ン さ せ 、 多 店 舗 経 営 を お こ な っ た 。  

1 9 7 0 年 代 初 頭 は 日 本 の 小 売 業 が 勢 い よ く 成 長 を 遂 げ た 時 代 で あ

り 、 と く に ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト や コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア が 小 売 業 界

を 牽 引 す る 時 代 が 到 来 し た 。 1 9 7 2 年 に （ 株 ） ダ イ エ ー が 売 上 高 に

お い て（ 株 ）三 越 を 抜 き 日 本 一 を 達 成 し 、ま た 1 9 7 4 年 に は セ ブ ン

イ レ ブ ン 第 １ 号 店 が 東 京 都 江 東 区 豊 洲 に 開 業 し た こ と は 時 代 を 象 徴

す る 出 来 事 で あ っ た 。  

今 治 市 立 花 農 業 協 同 組 合 は 、

こ う し た ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 隆

盛 期 に 多 店 舗 展 開 を お こ な い 、

く み あ い マ ー ケ ッ ト は 主 力 事 業

に 成 長 し た 。そ し て 、砂 田 氏 が 入

組 し た 翌 々 年 の 1 9 8 2 年 に 今 治

立 花 農 業 協 同 組 合 に 名 称 を 変 更

し 、現 在 に 至 っ て い る 。1 9 9 7 年

に 今 治 市 と 越 智 郡 の 1 4 も の 農

協 が 合 併 し て 越 智 今 治 農 業 協 同

組 合（ J A お ち い ま ば り ）に な っ た が 、J A 今 治 立 花 は 合 併 に 参 加 せ

ず 、 い ま も 独 自 の 歴 史 を 歩 ん で い る 。  

 

J A 今 治 立 花 く み あ い マ ー ケ ッ ト 郷 店  
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 砂 田 氏 は 今 治 立 花 農 業 協 同 組 合 で 6 年 間 、く み あ い マ ー ケ ッ ト の

商 品 の 仕 入 れ ・ 販 売 を 担 当 し た 。 今 治 に は 当 時 、 ニ チ イ や ダ イ エ ー

系 列 の ザ・シ ョ ッ パ ー ズ 、そ し て く み あ い マ ー ケ ッ ト の 2 店 舗 が あ

っ た が 、 そ の な か で も 砂 田 氏 の 務 め る く み あ い マ ー ケ ッ ト は 顧 客 か

ら 熱 い 支 持 を 得 た 。  

多 種 多 様 な 商 品 の 仕 入 れ の た め に 取 引 し た 問 屋 は 数 知 れ な い が 、

砂 田 氏 は こ れ ら の 問 屋 か ら 商 業 の 基 本 、 経 営 の ノ ウ ハ ウ を 教 え て も

ら っ た 。売 り 場 で は 、入 社 4、5 年 後 く ら い に P O S レ ジ   が 登 場

し 、小 売 業 界 に お け る イ ノ ベ ー シ ョ ン が 起 こ っ た 。「 商 売 の 勘 と 最 新

技 術 が 融 合 し て 小 売 業 が ど ん ど ん 活 気 付 き 、 そ れ は 面 白 い 時 代 で し

た ね 」 と 砂 田 氏 は 言 う 。 く み あ い マ ー ケ ッ ト で の 経 験 は 、 の ち に 砂

田 氏 が 経 営 者 と な る う え で 不 可 欠 な も の と な っ た 。  

 

  

J A 今 治 立 花 時 代 の 社 員 旅 行 で の 一 コ マ  

 

 

3 .  砂 田 撚 糸 に 専 務 と し て 入 社  

 

 砂 田 氏 は 、今 治 立 花 農 業 協 同 組 合 で 6 年 間 働 い た の ち 、1 9 8 6 年

に 砂 田 撚 糸 に 専 務 と し て 入 社 し た 。砂 田 氏 の 入 社 後 の 話 に 入 る 前 に 、

撚 糸 加 工 に つ い て 触 れ て お く 。  

 撚 糸 （ ね ん し ・ よ り い と ） と は 、 糸 に 撚 り を か け る こ と で あ る 。

撚 糸 の 目 的 は 、糸 を 強 く し 、毛 羽 立 ち を 防 ぎ 、織 り キ ズ を 少 な く し 、

LOOKS
ノート注釈
POSとはPoint of Salesの略であり、日本語では「販売時点情報管理」と訳される。POSは、各商品に付いているバーコードを読みとった際に商品の情報を記録・集計するもので、POSレジとはこの機能が付いたレジのことである。
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生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。 た だ し 、 撚 り を か け す ぎ る と パ イ

ル が 硬 く な る た め 、 タ オ ル の 用 途 に 合 わ せ て 撚 り 数 を 変 え る 必 要 が

あ る 。  

タ オ ル の 製 造 工 程 に 撚 糸 加

工 は 不 可 欠 で あ り 、 撚 糸 加 工

業 者 が 増 加 し た 背 景 に は 、

1 9 5 0 年 代 後 半 以 降 の タ オ ル

ケ ッ ト の 登 場 、 1 960 年 代 後

半 以 降 の 織 機 の 高 速 化 が 挙 げ

ら れ る 。 綛 染 色 の 時 代 は 合 糸

機 で 2 本 の 原 糸 を 合 わ せ て 合

糸 に し 、 合 糸 を 撚 糸 機 に か け

て 撚 り 合 わ せ て か ら 綛 に し て

い た が 、 綛 染 色 か ら チ ー ズ 染

色 に 移 行 す る と ア ッ プ ツ イ ス

タ ー で チ ー ズ 巻 上 り に 撚 糸 加 工 す る 方 法 が 普 及 し た 。  

そ の 後 、生 産 性 を 上 げ る た め に ス ピ ン ド ル 1 回 転 で 2 回 の 撚 り の

か か る ダ ブ ル ツ イ ス タ ー が 登 場 し た 。 そ の 他 に も 、 単 糸 を 合 糸 し な

が ら 撚 糸 加 工 す る リ ン グ ツ イ ス タ ー も 使 わ れ る よ う に な っ た（ 表 1）。 

 

表 1   撚 糸 加 工 の お も な 機 械 の 種 類  

 

 

 

砂 田 撚 糸 （ 株 ） 本 社 工 場  
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 現 在 、砂 田 撚 糸 の 本 社 工 場 に は 、１ 台 当 た り 1 ,0 0 0 万 円 ほ ど す る

ダ ブ ル ツ イ ス タ ー 2 4 台 が 設 置 さ れ て い る 。ダ ブ ル ツ イ ス タ ー は 、表

1  に も 記 し た よ う に ア ッ プ ツ イ ス タ ー や リ ン グ ツ イ ス タ ー と 比 べ

る と 以 下 の よ う な 特 徴 が あ る （ 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 編 『 タ オ ル 用 語

事 典 』 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 、 1 9 9 5 年 、 1 4 頁 ）。  

 

・  バ ル ー ン テ ン シ ョ ン が 一 定 し て い る の で 、 巻 糸 張 力 が 安 定 し 、

糸 切 れ が ほ と ん ど な い  

・  糸 切 れ が な い か ら ノ ッ ト レ ス と な り 、オ ペ レ ー タ ー も 最 小 人 員

で 済 み 、 深 夜 無 人 運 転 で き る  

・  所 定 の 形 状 に 直 接 に 巻 糸 が で き る の で 、巻 返 し 工 程 が 省 略 で き

る  

・  効 率 よ く 、 高 速 運 転 が で き 、 生 産 性 が 良 い  

 

 

   

村 田 機 械 （ 株 ） 製 の ダ ブ ル ツ イ ス タ ー  
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砂 田 撚 糸 （ 株 ） の 工 場 に 設 置 さ れ て い る 合 糸 機 と ダ ブ ル ツ イ ス タ ー  

 

 ま た 、 撚 糸 の 種 類 に よ っ て バ リ エ ー シ ョ ン 豊 か な タ オ ル が つ く ら

れ る 。 た と え ば 、 つ ぎ の よ う な も の が あ る （ 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 編

『 タ オ ル 用 語 事 典 』 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 、 1 9 9 5 年 、 1 7 頁 ）。  

 

○ 杢 糸
も く い と

タ オ ル  

パ イ ル 経 糸 に 異 色 単 糸 を 2 本 合 わ せ て 撚 糸 し た も の を 使 っ て

製 織 し た タ オ ル  

 

○ 無 撚 糸 タ オ ル  

単 糸 超 甘 撚 り 糸 と 合 繊 糸 を 撚 糸 し た も の を パ イ ル 糸 に し て 製

織 し 、 織 上 後 合 繊 糸 を 後 処 理 加 工 で 除 去 し て 無 撚 糸 タ オ ル と

す る  

 

○ 甘 撚 り タ オ ル  

単 糸 を 2 本 合 わ せ て 撚 糸 す る 場 合 の 撚 数 を 少 な く し て 甘 撚 り

糸 を つ く り 、 こ れ を パ イ ル 経 糸 に 使 用 し て 織 上 げ た タ オ ル  

 

○ 硬 撚
か た よ

り タ オ ル  

単 糸 2 本 合 わ せ て 撚 糸 す る 場 合 の 撚 数 を 多 く し て 硬 撚 り 糸 を

つ く り 、 こ れ を パ イ ル 経 糸 と し て 織 上 げ た タ オ ル  
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撚糸加工業者の急増  

 

撚 糸 加 工 は 在 庫 管 理 が 難 し い が 、 農 業 の 副 業 と し て 作 業 が で き た

こ と か ら 、 高 度 成 長 期 に 撚 糸 加 工 業 者 が 急 増 し た 。 砂 田 撚 糸 が あ る

今 治 市 八 町 周 辺 に も 、 1 9 6 0 年 代 後 半 頃 に は 4、 5 件 は あ っ た 。 砂

田 氏 の 父・孫 宏 氏 も 時 代 の 波 に 乗 り 、1 9 7 0 年 に 砂 田 撚 糸 を 創 業 し 、

農 業 の 傍 ら 撚 糸 加 工 を ス タ ー ト さ せ た 。  

創 業 当 時 、 岡 山 県 の 業 者 か ら 中 古 の （ 株 ） 石 川 製 作 所   製 の ア

ッ プ ツ イ ス タ ー を 2 台 購 入 し 、そ の 後 8 台 に 増 や し た 。1 9 7 6 年 に

な る と 、 撚 糸 加 工 の 品 質 と 生 産 性 の 向 上 を 目 的 に ア ッ プ ツ イ ス タ ー

か ら 村 田 機 械 （ 株 ）   製 の ダ ブ ル ツ イ ス タ ー へ 移 行 し 、 父 親 の 代

で は ダ ブ ル ツ イ ス タ ー を 1 2 台 ま で 増 設 し た 。 ダ ブ ル ツ イ ス タ ー は

電 気 を た く さ ん 使 う た め 電 気 代 が 嵩 む と い う 難 点 も あ っ た が 、

1 9 7 7 年 に 営 業 を 開 始 し た 四 国 電 力 の 伊 方 原 発 に よ っ て 電 気 代 は 抑

え ら れ た （ 伊 方 原 発 設 置 の 経 緯 や 歴 史 に つ い て は 斉 間 満 『 原 発 の 来

た 町 ： 原 発 は こ う し て 建 て ら れ た  伊 方 原 発 の 3 0 年 』 [南 海 日 日 新

聞 社 、 200 2 年 ]を 参 照 ）。 ち な み に 現 在 は 本 社 工 場 に 2 4 台 の ダ ブ

ル ツ イ ス タ ー が 設 置 さ れ て い る 。  

 総 じ て 、今 治 で は 1 9 6 0 年 代 は ア ッ プ ツ イ ス タ ー 、昭 和 4 0 年 代

末 か ら は ダ ブ ル ツ イ ス タ ー が 主 流 と な り 、数 は 少 な い が 1 976 年 に

は リ ン グ ツ イ ス タ ー も 登 場 し た 。  

撚 糸 加 工 業 者 の 急 増 に よ る 過 当 競 争 は 今 治 で も み ら れ た が 、 全 国

的 に は 早 い と こ ろ で 19 53 年 に 撚 糸 加 工 の 調 整 組 合 が 設 立 さ れ 、既

存 撚 糸 機 の 登 録 制 の 実 施 と 新 増 設 の 禁 止 、 業 種 別 登 録 と 登 録 業 種 以

外 の 撚 糸 の 生 産 禁 止 、生 産 数 量 の 調 整 な ど が お こ な わ れ た 。し か し 、

兼 業 農 家 な ど 零 細 事 業 主 が 多 く を 占 め る 撚 糸 加 工 業 界 で は 組 合 員 に

よ る 自 主 規 制 で は あ ま り 効 果 は な く 、 1 9 6 2 年 3 月 に 通 産 省 令「 撚

糸 調 整 規 則 」 が 発 布 さ れ た 。  

日 本 撚 糸 工 業 組 合 連 合 会 の 1 962 年 の 統 計 資 料 に よ る と 、全 国 の

LOOKS
ノート注釈
1921年に直山与二が石川県金沢市に石井鉄工所を創業し、繊維用機械の部品製造を開始。1937年に株式会社に改組、翌年の1938年に（株）石川製作所に改称。1962〜1963年にかけてヨーロッパの繊維機械メーカーと技術提携をおこない、自社開発の高速合撚糸機や繊維機械を生産。1964年に段ボール製函印刷機械の生産を開始し、現在はおもに紙工機械と繊維機械の生産をおこなっている。


LOOKS
ノート注釈
1935年に（名）西陣ジャカード機製作所が設立され、1945年に村田繊維（株）に改称、1962年に現在の社名となる。1967年に国際繊維機械見本市（ITMA）にダブルツイスターを出展。現在は繊維機械の製造のみならず工作機械や情報機器なども製造し、グローバルに事業展開している。
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総 事 業 所 数 は 11 ,367 で 、 登 録 撚 糸 機 は 9 ,983 ,682 錘 で あ る 。 事

業 所 数 を 府 県 別 で み る と 、 多 い 順 に 愛 知 県 （ 22 .4% ）、 石 川 県

（ 18 .1%）、 岡 山 県 （ 7 .7%） と な っ て い る 。 砂 田 撚 糸 は 創 業 当 初 、

岡 山 県 の 事 業 者 か ら 中 古 の ア ッ プ ツ イ ス タ ー 2 台 を と り 寄 せ た が 、

岡 山 県 は 備 前 式 撚 糸 機 で 有 名 な 産 地 で あ っ た （ 出 石 邦 保 「 西 陣 撚 糸

業 の 構 造 （ そ の 1） そ の 位 置 づ け を 中 心 と し て 」 同 志 社 大 学 商 学 会

『 同 志 社 商 学 』 第 1 4 巻 5 号 、 1 9 6 3 年 、 7 0 -7 4 頁 ）。  

 今 治 で は 1 9 6 3 年 に 今 治 撚 糸 綛 取 事 業 協 同 組 合 が 4 8 社 で 結 成 さ

れ 、 そ の 後 1 9 7 5 年 に 今 治 撚 糸 協 同 組 合 （ 3 2 社 ） に 改 称 さ れ た 。

こ の と き 若 干 事 業 者 数 が 減 少 し た 理 由 は 、 1 9 7 3 年 の 石 油 危 機 や 対

米 貿 易 摩 擦 問 題 が 深 刻 化 し た た め 廃 業 す る 事 業 者 が 出 た か ら で あ る 。

そ し て 、 1 9 7 8 年 愛 媛 県 撚 糸 協 同 組 合 （ 4 0 社 ）、 1 9 7 9 年 愛 媛 県 撚

糸 工 業 組 合 （ 7 5 社 ） に 改 称 さ れ た 。 高 度 成 長 期 を へ て 1 9 7 0 年 代

に 隆 盛 し た 今 治 の 撚 糸 加 工 業 界 で あ っ た が 、 1 9 9 0 年 代 以 降 の タ オ

ル 生 産 量 の 低 迷 を 受 け て 20 16 年 3 月 に 登 記 閉 鎖 し た 。  

 撚 糸 加 工 業 者 の 組 合 に つ い て は 、 砂 田 氏 は さ ほ ど の メ リ ッ ト を 感

じ て い な か っ た 。 そ の 理 由 は 、 撚 糸 加 工 業 者 は タ オ ル メ ー カ ー か ら

仕 事 を も ら う 立 場 に あ り 、 取 引 の あ る タ オ ル メ ー カ ー と の タ ッ グ で

仕 事 が 成 り 立 っ て い る た め 、 賃 上 げ 交 渉 に し て も 質 的 保 証 に し て も

タ オ ル メ ー カ ー と の や り と り は あ る が 、 撚 糸 加 工 業 者 と の 連 携 は ほ

と ん ど な か っ た か ら で あ る 。  

 

二代目としての重責を担 う 

 

 砂 田 氏 は 、 幼 少 の 頃 か ら 家 業 を 継 ぐ 覚 悟 が あ っ た た め 、 砂 田 撚 糸

へ の 入 社 は 自 然 の 流 れ で あ り 、 大 学 の 夏 休 み で 帰 省 す る た び に 撚 糸

加 工 の 手 伝 い を 熱 心 に し て い た 。  

1 9 7 0 年 創 業 の 砂 田 撚 糸 は 1 9 7 6 年 に 有 限 会 社 に 改 組 さ れ 、

1 9 8 8 年 に 株 式 会 社 と な っ た 。砂 田 撚 糸 が 創 業・設 立 さ れ た 時 代 は 、

今 治 の タ オ ル 生 産 量 が 右 肩 上 が り に 増 加 し 撚 糸 加 工 量 も 急 増 す る な
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か で 、 砂 田 撚 糸 は 設 備 の 拡 大 に よ っ て 他 社 と の 差 別 化 を 図 っ た 。  

  

   

本 社 工 場 に は 毎 日 数 多 く の 原 糸 が 運 ば れ て く る  

 

 砂 田 撚 糸 に と っ て 成 長 期 に あ た る 1 986 年 に 砂 田 氏 は 入 社 し 、ま

た プ ラ イ ベ ー ト で は 同 年 1 0 月 1 9 日 に 結 婚 し 所 帯 を も っ た 。 生 涯

の 伴 侶 と な っ た の は 菊 間 瓦 で 有 名 な 菊 間 町 出 身 の 加 文
か ふ み

氏 で あ り 、 見

合 い 結 婚 だ っ た 。新 婚 旅 行 で は ハ ワ イ 州 の オ ア フ 島 に 3 泊 と ハ ワ イ

島 に 2 泊 し 、一 週 間 ほ ど の 休 日 を 満 喫 し た 。そ れ ま で 国 内 旅 行 で 多

く の 場 所 を 訪 れ て い た 砂 田 氏 に と っ て 初 の 海 外 旅 行 と な っ た 。 そ し

て 、 加 文 氏 と の 間 に 長 男 の 恭 一 氏 、 次 男 の 宏 ニ 氏 、 三 男 の 兼 三 氏 の

三 人 の 子 供 に 恵 ま れ た 。  

タ オ ル 業 界 は 、 1 980 年 代 ま で と 打 っ て 変 わ り 、 19 90 年 代 に な

る と 従 来 経 験 し た こ と の な い タ オ ル 不 況 に 直 面 す る 。 バ ブ ル 経 済 の

崩 壊 や 中 国 を は じ め と す る 外 国 製 タ オ ル の 大 量 流 入 な ど が 要 因 で あ

る 。 1 9 9 0 年 代 以 降 の タ オ ル 生 産 量 の 減 少 は 撚 糸 加 工 業 者 を 直 撃

し 、 か つ て 今 治 市 八 町 に 4、 5 件 あ っ た 撚 糸 加 工 業 者 は い ま で は 砂

田 撚 糸 だ け で あ る 。 砂 田 撚 糸 の 生 き 残 り の 背 景 に は 企 業 努 力 が あ

り 、 タ オ ル 用 以 外 の 撚 糸 加 工 を 請 け 負 っ た 時 期 も あ る 。 ま た 、 安 価

な 中 国 製 品 に 負 け な い よ う に 高 品 質 、 多 品 種 少 ロ ッ ト 生 産 、 短 納 期

に よ っ て 競 争 優 位 を 獲 得 し て い っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

                     


